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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザの端末へ広告を配信するサーバであって、
　前記端末における所定のアプリケーションへの前記ユーザの入力内容に応じて、当該入
力内容に関連付けて予め記憶されているエコに関する関心の度合いを示すポイントを取得
し、当該ポイントを積算して当該ユーザに関連付けて記憶するユーザ記憶手段と、
　前記ユーザ記憶手段により記憶されたポイントに基づいて、前記ユーザのエコ度を算出
する算出手段と、
　複数の広告データのそれぞれに対して、当該広告を配信する条件としてのエコ度、及び
当該広告データを配信する対象のコンテンツを選別するキーワードを関連付けて記憶する
広告記憶手段と、
　前記算出手段により算出された前記ユーザのエコ度が、前記広告記憶手段により記憶さ
れた条件であるエコ度と所定以内に近似している場合に、当該条件に関連付けられた広告
データを抽出する第１の抽出手段と、
　前記ユーザの端末からコンテンツデータを受信したことに応じて、当該コンテンツデー
タに含まれる特徴語と、前記広告記憶手段により記憶されたキーワードとの類似度の高さ
に基づいて、広告データを抽出する第２の抽出手段と、
　前記第１の抽出手段による抽出と、前記第２の抽出手段による抽出と、の優先順位につ
いて、前記算出手段により算出されたエコ度がその平均値あるいは中間値に近いほど、前
記第２の抽出手段による抽出の優先順位をより高く決定する制御手段と、
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　前記制御手段により優先順位が決定された前記第１の抽出手段又は前記第２の抽出手段
により抽出された広告データを、前記ユーザの端末へ送信する送信手段と、を備えたサー
バ。
【請求項２】
　前記広告記憶手段は、前記条件としてエコ度の範囲を記憶することを特徴とする請求項
１に記載のサーバ。
【請求項３】
　前記ユーザ記憶手段は、現在までの所定期間における前記ポイントを積算して記憶する
ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載のサーバ。
【請求項４】
　コンピュータがユーザの端末へ広告を配信する方法であって、
　前記端末における所定のアプリケーションへの前記ユーザの入力内容に応じて、当該入
力内容に関連付けて予め記憶されているエコに関する関心の度合いを示すポイントを取得
し、当該ポイントを積算して当該ユーザに関連付けて記憶するユーザ記憶ステップと、
　前記ユーザ記憶ステップにより記憶されたポイントに基づいて、前記ユーザのエコ度を
算出する算出ステップと、
　複数の広告データのそれぞれに対して、当該広告を配信する条件としてのエコ度、及び
当該広告データを配信する対象のコンテンツを選別するキーワードを関連付けて記憶する
広告記憶ステップと、
　前記算出ステップにより算出された前記ユーザのエコ度が、前記広告記憶ステップによ
り記憶された条件であるエコ度と所定以内に近似している場合に、当該条件に関連付けら
れた広告データを抽出する第１の抽出ステップと、
　前記ユーザの端末からコンテンツデータを受信したことに応じて、当該コンテンツデー
タに含まれる特徴語と、前記広告記憶ステップにより記憶されたキーワードとの類似度の
高さに基づいて、広告データを抽出する第２の抽出ステップと、
　前記第１の抽出ステップによる抽出と、前記第２の抽出ステップによる抽出と、の優先
順位について、前記算出ステップにより算出されたエコ度がその平均値あるいは中間値に
近いほど、前記第２の抽出ステップによる抽出の優先順位をより高く決定する制御ステッ
プと、
　前記制御ステップにより優先順位が決定された前記第１の抽出ステップ又は前記第２の
抽出ステップにより抽出された広告データを、当該ユーザの端末へ送信する送信ステップ
と、を含む方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の方法をコンピュータに実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユーザの端末へ広告を配信するサーバ、方法、およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、インターネットによる情報配信の形態として、例えば、入力された検索キーワー
ドに関連する広告を検索結果ページに表示させる検索連動型広告や、Ｗｅｂページのコン
テンツを解析し、コンテンツの内容に関連した広告をＷｅｂページに表示させるコンテン
ツマッチ型広告等のサービスが知られている。
【０００３】
　このような状況において、インターネットの利用者に対して、より適切な広告配信を行
うために、様々な方法が提案されている。例えば、特許文献１には、コンテンツのキーワ
ードに加えて、クリック状況や流行等の条件に合わせて広告を提供する方法が提案されて
いる。また、利用者がどのようなことに対して関心をもっているか、これまでに閲覧した
Ｗｅｂページ等の情報を基に分析し、それによって個人の好みに合った広告を配信する、



(3) JP 4944853 B2 2012.6.6

10

20

30

40

50

いわゆる行動ターゲティング広告の手法も知られている。
【特許文献１】特開２００８－１０２１７４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、近年、エコ（環境保全）に関する人々の関心が急速に高まってきており、環
境に優しいエコ商品や行動が推奨されるようになってきている。その結果、このようなエ
コを気に掛けて行動する人も多いが、特別に気に掛けない人もいるため、エコに対する関
心の高さにばらつきが生じている。
【０００５】
　ところが、購買や検索を行った商品のエコ度や、検索した行動経路のエコ度等に表れる
ユーザのエコに対する関心の度合いは、Ｗｅｂページ等に直接は表示されない。一方、上
述の検索連動型広告やコンテンツマッチ型広告、あるいは行動ターゲティング広告の手法
では、キーワードやコンテンツ、あるいはそれらの履歴といった、文字として表示された
情報に基づいて広告を配信する。したがって、このようなユーザのエコに対する関心の度
合いに応じた広告を配信することは難しかった。
【０００６】
　そこで本発明は、ユーザのエコに対する関心の度合いに応じた広告を配信できるサーバ
、方法、およびプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明では、以下のような解決手段を提供する。
【０００８】
　（１）　ユーザの端末へ広告を配信するサーバであって、
　前記端末における所定のアプリケーションへの前記ユーザの入力内容に応じて、予め定
められたエコに関する関心の度合いを示すポイントを、積算して当該ユーザに関連付けて
記憶するユーザ記憶手段と、
　前記ユーザ記憶手段により記憶されたポイントに基づいて、前記ユーザのエコ度を算出
する算出手段と、
　複数の広告データのそれぞれに対して、当該広告を配信する条件としてのエコ度を関連
付けて記憶する広告記憶手段と、
　前記算出手段により算出された前記ユーザのエコ度が、前記広告記憶手段により記憶さ
れた条件であるエコ度と所定以内に近似している場合に、当該条件に関連付けられた広告
データを抽出する抽出手段と、
　前記抽出手段により抽出された広告データを、当該ユーザの端末へ送信する送信手段と
、を備えたサーバ。
【０００９】
　このような構成によれば、当該サーバは、端末における所定のアプリケーションへのユ
ーザの入力内容に応じて、予め定められたエコに関する関心の度合いを示すポイントを、
積算して当該ユーザに関連付けて記憶し、記憶されたポイントに基づいて、ユーザのエコ
度を算出し、複数の広告データのそれぞれに対して、当該広告を配信する条件としてのエ
コ度を関連付けて記憶し、算出されたユーザのエコ度が、記憶された条件であるエコ度と
所定以内に近似している場合に、当該条件に関連付けられた広告データを抽出し、抽出さ
れた広告データを、当該ユーザの端末へ送信する。
【００１０】
　このことにより、当該サーバは、購買や検索、カレンダー登録等、所定のアプリケーシ
ョンへのユーザの入力内容から、ユーザの行動に対するエコ度を算出することができる。
そして、当該サーバは、配信候補である複数の広告データに対してエコ度を関連付けて記
憶しておくことにより、ユーザのエコ度と近似している広告データをユーザの端末に送信
するので、ユーザのエコに対する関心の度合いに応じた広告を配信することができる。そ
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の結果、エコ分野に関して質の高い行動ターゲティング広告が可能となり、広告した商品
やサービス等の購買確率を高められる可能性がある。
【００１１】
　（２）　前記広告記憶手段は、前記条件としてエコ度の範囲を記憶することを特徴とす
る（１）に記載のサーバ。
【００１２】
　このような構成によれば、広告データを配信する条件としてのエコ度が範囲指定される
ので、当該サーバは、配信対象となるユーザのエコに対する関心度に幅を持たせることが
できる。さらに、当該サーバの管理者や広告主は、この幅を調整することにより、広告毎
に適切な配信対象ユーザを設定できる可能性がある。
【００１３】
　（３）　前記広告記憶手段は、前記広告データに関連付けて、当該広告データを配信す
る対象のコンテンツを選別するキーワードを記憶し、
　前記抽出手段は、前記ユーザの端末からコンテンツデータを受信したことに応じて、当
該コンテンツデータに含まれる特徴語と、前記広告記憶手段により記憶されたキーワード
との類似度の高さに基づいて、広告データを抽出することを特徴とする（１）または（２
）に記載のサーバ。
【００１４】
　このような構成によれば、当該サーバは、広告データに関連付けて、当該広告データを
配信する対象のコンテンツを選別するキーワードを記憶し、ユーザの端末からコンテンツ
データを受信したことに応じて、当該コンテンツデータに含まれる特徴語と、記憶された
キーワードとの類似度の高さに基づいて、広告データを抽出する。
【００１５】
　このことにより、当該サーバは、コンテンツの特徴語と広告データのキーワードとの類
似度に基づいて広告データを抽出するので、広告に関連した内容のコンテンツ、あるいは
広告主が想定した内容のコンテンツに対して、広告を配信することができる。
【００１６】
　（４）　前記抽出手段は、前記エコ度の近似に基づく抽出と、前記類似度の高さに基づ
く抽出と、の優先順位について、前記算出手段により算出されたエコ度がその平均値ある
いは中間値に近いほど、前記類似度の高さに基づく抽出の優先順位をより高く決定するこ
とを特徴とする（３）に記載のサーバ。
【００１７】
　このような構成によれば、当該サーバは、広告を抽出する際に、エコ度の近さと特徴語
の類似度との、どちらを優先するかを、算出されたユーザのエコ度に基づいて決定する。
すなわち、当該サーバは、エコ度が高いユーザにはエコ度が高い商品やサービスの広告を
配信でき、エコ度が低いユーザにはエコ度が低い商品やサービスの広告を配信できる。一
方、エコ度が中程度のユーザの場合には、エコへの好意も反感も大きくないと判断できる
ので、特徴語の類似度に基づくコンテンツマッチ型広告のウェイトを高め、無用な広告配
信を抑制できる可能性がある。これにより、ユーザのエコ度に応じた適切な広告配信が期
待できる。
【００１８】
　（５）　前記ユーザ記憶手段は、現在までの所定期間における前記ポイントを積算して
記憶することを特徴とする（１）から（４）のいずれかに記載のサーバ。
【００１９】
　このような構成によれば、当該サーバは、現在までの所定期間におけるエコに関するポ
イントを積算して記憶するので、エコに関するユーザの関心の度合いについて、最近の傾
向を把握することができる。したがって、ユーザの関心が変化していった場合であっても
、そのときに相応しい広告を配信できる可能性がある。
【００２０】
　さらに、所定期間に限定することにより、ユーザ間でポイントの積算期間にばらつきが
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なくなる。したがって、当該サーバは、ユーザ間でポイントの相対評価ができるので、算
出されたエコ度の信頼性を高めることができる。
【００２１】
　（６）　コンピュータがユーザの端末へ広告を配信する方法であって、
　前記端末における所定のアプリケーションへの前記ユーザの入力内容に応じて、予め定
められたエコに関する関心の度合いを示すポイントを、積算して当該ユーザに関連付けて
記憶するユーザ記憶ステップと、
　前記ユーザ記憶ステップにより記憶された値に基づいて、前記ユーザのエコ度を算出す
る算出ステップと、
　複数の広告データのそれぞれに対して、当該広告を配信する条件としてのエコ度を関連
付けて記憶する広告記憶ステップと、
　前記算出ステップにより算出された前記ユーザのエコ度が、前記広告記憶ステップによ
り記憶された条件であるエコ度と所定以内に近似している場合に、当該条件に関連付けら
れた広告データを抽出する抽出ステップと、
　前記抽出ステップにより抽出された広告データを、当該ユーザの端末へ送信する送信ス
テップと、を含む方法。
【００２２】
　このような構成によれば、当該方法を実行することにより、（１）と同様の効果が期待
できる。
【００２３】
　（７）　（６）に記載の方法をコンピュータに実行させるプログラム。
【００２４】
　このような構成によれば、当該プログラムをコンピュータに実行させることにより、（
１）と同様の効果が期待できる。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明によれば、ユーザのエコに対する関心の度合いに応じた広告を配信することがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、本発明の実施形態について図を参照しながら説明する。
【００２７】
　［システム全体構成］
　図１は、本実施形態に係るサーバ１０と関連要素とを含んだシステムの全体構成を示す
図である。サーバ１０と、ユーザの端末２０とは、ネットワークを介して互いに接続され
ている。
【００２８】
　サーバ１０は、端末２０においてユーザが購買や検索を行った商品の履歴や、経路検索
結果（例えば、交通手段や移動距離等）の履歴等を収集する。このとき、購買や検索の対
象となった商品やサービス、あるいは検索した経路に対して、例えば二酸化炭素の排出量
や消費電力量等のエコに関する指標に基づいて予め定められたポイントを取得する。
【００２９】
　そして、サーバ１０は、取得したポイントに基づいて算出されるユーザ毎のエコ度に基
づいて、同一あるいは近似したエコ度が付与された広告を抽出する。これにより、ユーザ
の端末２０では、当該ユーザが閲覧したコンテンツ（Ｗｅｂページ）に、サーバ１０によ
り抽出された広告が付加される。したがって、端末２０において、ユーザのエコに対する
関心の度合いに応じた広告が表示されることとなるので、広告効果が高まり、商品やサー
ビスの購買確率が向上することが期待される。
【００３０】
　［ハードウェア構成］
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　図２は、本実施形態に係るサーバ１０のハードウェア構成を示す図である。サーバ１０
は、制御部３００を構成するＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ
）３１０（マルチプロセッサ構成ではＣＰＵ３２０等複数のＣＰＵが追加されてもよい）
、バスライン２００、通信Ｉ／Ｆ（Ｉ／Ｆ：インタフェース）３３０、メインメモリ３４
０、ＢＩＯＳ（Ｂａｓｉｃ　Ｉｎｐｕｔ　Ｏｕｔｐｕｔ　Ｓｙｓｔｅｍ）３５０、Ｉ／Ｏ
コントローラ３６０、ハードディスク３７０、光ディスクドライブ３８０、並びに半導体
メモリ３９０を備える。尚、ハードディスク３７０、光ディスクドライブ３８０、並びに
、半導体メモリ３９０はまとめて記憶装置４１０と呼ばれる。
【００３１】
　制御部３００は、サーバ１０を統括的に制御する部分であり、ハードディスク３７０（
後述）に記憶された各種プログラムを適宜読み出して実行することにより、上述したハー
ドウェアと協働し、本発明に係る各種機能を実現している。
【００３２】
　通信Ｉ／Ｆ３３０は、サーバ１０が、ネットワークを介して図１の端末２０等、他の装
置と情報を送受信する場合のネットワーク・アダプタである。通信Ｉ／Ｆ３３０は、モデ
ム、ケーブル・モデムおよびイーサネット（登録商標）・アダプタを含んでよい。
【００３３】
　ＢＩＯＳ３５０は、サーバ１０の起動時にＣＰＵ３１０が実行するブートプログラムや
、サーバ１０のハードウェアに依存するプログラム等を記録する。
【００３４】
　Ｉ／Ｏコントローラ３６０には、ハードディスク３７０、光ディスクドライブ３８０、
および半導体メモリ３９０等の記憶装置４１０を接続することができる。
【００３５】
　ハードディスク３７０は、本ハードウェアをサーバ１０として機能させるための各種プ
ログラム、本発明の機能を実行するプログラムおよび後述するテーブル等を記憶する。な
お、サーバ１０は、外部に別途設けたハードディスク（図示せず）を外部記憶装置として
利用することもできる。
【００３６】
　光ディスクドライブ３８０としては、例えば、ＤＶＤ－ＲＯＭドライブ、ＣＤ－ＲＯＭ
ドライブ、ＤＶＤ－ＲＡＭドライブ、ＣＤ－ＲＡＭドライブを使用することができる。こ
の場合は各ドライブに対応した光ディスク４００を使用する。光ディスク４００から光デ
ィスクドライブ３８０によりプログラムまたはデータを読み取り、Ｉ／Ｏコントローラ３
６０を介してメインメモリ３４０またはハードディスク３７０に提供することもできる。
【００３７】
　なお、本発明でいうコンピュータとは、記憶装置、制御部等を備えた情報処理装置をい
い、サーバ１０は、記憶装置４１０、制御部３００等を備えた情報処理装置により構成さ
れ、この情報処理装置は、本発明のコンピュータの概念に含まれる。
【００３８】
　［機能構成］
　図３は、本実施形態に係るサーバ１０の機能構成を示す図である。サーバ１０の制御部
３００は、エコポイント取得部１１と、算出手段としてのエコ度算出部１２と、広告入札
受付部１３と、抽出手段としての広告抽出部１４と、送信手段としての広告送信部１５と
、を備える。また、サーバ１０の記憶装置４１０は、ユーザ記憶手段としてのユーザＤＢ
１６と、広告記憶手段としての広告ＤＢ１７と、を備える。
【００３９】
　エコポイント取得部１１は、端末２０における所定のアプリケーションへのユーザの入
力内容に応じて、予め定められたエコに関する関心の度合いを示すエコポイントを取得す
る。ここで、所定のアプリケーションとは、商品やサービスの購買や検索を行うアプリケ
ーションや、ユーザの行動計画を登録するカレンダー・アプリケーション等である。対象
となる商品やサービス、あるいは行動種別等に対して、予め所定のポイントが設定され記
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憶されていることにより、ユーザの行動に応じたエコポイントを取得できる。
【００４０】
　そして、エコポイント取得部１１は、取得したエコポイントを積算して、当該入力を行
ったユーザに関連付けてユーザＤＢ１６に記憶する。このとき、積算対象となるエコポイ
ントは、現在までの所定期間（例えば、過去１年間等）において取得したものとしてよい
。
【００４１】
　図４は、本実施形態に係るユーザＤＢ１６に格納されたユーザテーブルを示す図である
。ユーザテーブルには、ユーザを識別するＩＤに対して、購買、検索、カレンダー等のユ
ーザの行動種別毎にエコポイントが記憶されている。さらに、これらの種別毎のエコポイ
ントの総合評価として、エコ度算出部１２により算出されたユーザのエコ度が記憶される
。
【００４２】
　エコ度算出部１２は、ユーザＤＢ１６に記憶されたユーザ毎のエコポイントに基づいて
、当該ユーザのエコ度を算出する。このエコ度は、記憶された種別毎のエコポイントの総
合計により算出されてよい。また、他のユーザとの相対的な評価として、所定の範囲（例
えば、０～９９）の値を算出してもよい。
【００４３】
　なお、エコ度算出部１２によるエコ度の算出は、エコポイント取得部１１によりエコポ
イントが取得されたことに応じて実行されてよい。あるいは、所定の周期（例えば、１日
毎）で定期的に実行されてもよい。
【００４４】
　広告入札受付部１３は、広告主から、広告データと共に、この広告を配信する条件とし
ての指定エコ度と、配信対象のコンテンツを選別するコンテンツマッチのための入札キー
ワードと、を受け付け、関連付けて広告ＤＢ１７に記憶する。
【００４５】
　図５は、本実施形態に係る広告ＤＢ１７に格納された広告テーブルを示す図である。広
告テーブルには、広告を識別するＩＤに対して、広告データが格納されたアドレスと、指
定エコ度と、入札キーワードと、が記憶されている。
【００４６】
　ここで、指定エコ度は、単一の値であってもよいし、範囲指定されてもよい。指定エコ
度が高い広告であるほど、エコに対して関心の高いユーザに向けた広告であることを示し
ている。
【００４７】
　広告抽出部１４は、ユーザの端末２０から、広告欄が設けられたＷｅｂページの閲覧要
求等、広告配信の要求を受け付けると、このユーザのＩＤに基づいて、ユーザテーブル（
図４）からエコ度を読み出し、このエコ度と一致または所定以内に近似した指定エコ度が
指定された広告データを広告テーブル（図５）から抽出する。
【００４８】
　また、広告抽出部１４は、受け付けた広告配信の要求が、Ｗｅｂページ等のコンテンツ
の閲覧に伴うものである場合に、このコンテンツの内容に応じた広告データを抽出する。
【００４９】
　具体的には、広告抽出部１４は、まず、コンテンツのテキストを形態素解析して抽出し
た語句の中から、例えば、出現頻度に基づくＴＦ（Ｔｅｒｍ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）・Ｉ
ＤＦ（Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｄｏｃｕｍｅｎｔ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）等の指標により、特徴
語を抽出する。そして、広告テーブル（図５）の入札キーワードとのマッチングにより、
類似度の高さに基づいて、広告データを抽出する。
【００５０】
　ここで、広告抽出部１４は、エコ度算出部１２により算出されたユーザのエコ度に基づ
いて、エコ度の近似に基づく広告抽出と、入札キーワードとの類似度の高さに基づく広告
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抽出と、のいずれの広告抽出方法を優先するかの優先順位を決定する。
【００５１】
　すなわち、算出されたユーザのエコ度が所定以上の高さ（例えば、７０以上）である場
合、または所定未満の低さ（例えば、３０未満）である場合には、エコに対する明確な関
心の方向（推進または反推進）がうかがえるので、エコ度の近似に基づく広告抽出を行う
。一方、算出されたユーザのエコ度が所定の範囲内（例えば、３０以上７０未満）である
場合には、エコに対する関心がうかがえないので、入札キーワードとの類似度の高さに基
づくコンテンツマッチ型の広告抽出方法を優先させる。
【００５２】
　これにより、ユーザのエコに対する関心の度合いに応じて、興味を引きやすい広告を優
先的に抽出することができる。
【００５３】
　なお、上記の所定の範囲（例えば、３０以上７０未満）は、予め設定されていてよいが
、これには限られず、随時算出されてもよい。例えば、算出された複数のユーザのエコ度
の平均値あるいは中間値から所定の範囲内として算出してもよい。
【００５４】
　広告送信部１５は、広告抽出部１４により抽出された広告データを、要求を受け付けた
ユーザの端末２０へ送信する。例えば、Ｗｅｂページの閲覧に伴う処理である場合には、
Ｗｅｂページの所定の広告欄に付加して広告データを含んだＷｅｂページを送信する（図
１参照）。なお、広告要求の受け付け、および広告を含んだＷｅｂページの送信は、所定
のコンテンツサーバ（図示せず）を介して行われる形態であってよい。
【００５５】
　［処理フロー］
　図６は、本実施形態に係るサーバ１０におけるエコ度の算出処理の流れを示すフローチ
ャートである。
【００５６】
　ステップＳ１１では、制御部３００は、端末２０における所定のアプリケーションへの
ユーザの入力情報を取得する。
【００５７】
　ステップＳ１２では、制御部３００は、ステップＳ１１にて取得した入力情報に対して
、予め定められたエコポイントを決定する。具体的には、例えば、商品やサービス等に関
連付けてエコポイントを記憶した外部のデータベースを参照することにより決定する。な
お、このデータベースは、サーバ１０に設けられていてもよい。
【００５８】
　ステップＳ１３では、制御部３００は、ステップＳ１２にて決定したエコポイントを、
過去に取得したユーザ毎のエコポイントに積算し、ユーザテーブル（図４）に更新記憶す
る。
【００５９】
　ステップＳ１４では、制御部３００は、ステップＳ１３にてエコポイントが更新された
ので、記憶されたエコポイントに基づいて、新たにユーザのエコ度を算出して更新記憶す
る。
【００６０】
　図７は、本実施形態に係るサーバ１０における広告配信処理の流れを示すフローチャー
トである。本処理は、端末２０において、広告欄が設けられたＷｅｂページの閲覧要求が
あった場合の、このＷｅｂページに対する広告配信として説明する。
【００６１】
　ステップＳ２１では、制御部３００は、端末２０から、閲覧要求のあったＷｅｂページ
のコンテンツデータを受信する。
【００６２】
　ステップＳ２２では、制御部３００は、ステップＳ２１にて受信したコンテンツデータ
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を形態素解析し、さらにＴＦ・ＩＤＦ等の所定の指標に基づいて、Ｗｅｂページの内容を
特徴付ける特徴語を抽出する。
【００６３】
　ステップＳ２３では、制御部３００は、端末２０のユーザを識別するユーザＩＤに基づ
いて、ユーザテーブル（図４）から、このユーザのエコ度を抽出する。
【００６４】
　ステップＳ２４では、制御部３００は、ステップＳ２３にて抽出したユーザのエコ度が
中程度（例えば、３０以上７０未満）であるか否かを判定する。この判定がＹＥＳの場合
はステップＳ２５に移り、判定がＮＯの場合はステップＳ２７に移る。
【００６５】
　ステップＳ２５では、エコ度が中程度であるので、コンテンツマッチによる広告抽出が
優先される。したがって、制御部３００は、ステップＳ２２にて抽出した特徴語と、広告
テーブル（図５）の入札キーワードとのマッチングにより、類似度の高さに基づいて広告
データを抽出する。例えば、所定以上の類似度である広告データや、類似度が上位のもの
から所定数の広告データを抽出することとしてよい。
【００６６】
　ステップＳ２６では、制御部３００は、ステップＳ２３にて抽出したユーザのエコ度と
、広告テーブル（図５）に記憶された指定エコ度との近さにより、ステップＳ２５にて抽
出した広告データの順位付けを行う。そして、例えば、順位付けの上位から、閲覧要求の
あったＷｅｂページに表示可能な数だけ広告データを抽出する。
【００６７】
　ステップＳ２７では、エコ度が中程度よりも高いか低いので、エコ度の近似による広告
抽出が優先される。したがって、制御部３００は、ステップＳ２３にて抽出したユーザの
エコ度と、広告テーブル（図５）の指定エコ度との近さにより、広告データを抽出する。
例えば、エコ度が一致または所定の範囲内の近さである広告データや、エコ度の近さが上
位のものから所定数の広告データを抽出することとしてよい。
【００６８】
　ステップＳ２８では、制御部３００は、ステップＳ２２にて抽出した特徴語と、広告テ
ーブル（図５）の入札キーワードとのマッチングにより、類似度の高さに基づいて、ステ
ップＳ２７にて抽出した広告データの順位付けを行う。そして、例えば、順位付けの上位
から、閲覧要求のあったＷｅｂページに表示可能な数だけ広告データを抽出する。
【００６９】
　ステップＳ２９では、制御部３００は、ステップＳ２６またはステップＳ２８にて抽出
した広告データを、閲覧要求のあったＷｅｂページに付加して、端末２０へ送信する。
【００７０】
　このように、本実施形態によれば、ユーザの行動（購買、検索、カレンダー登録等）に
基づくエコ度を算出して記憶するので、配信候補である複数の広告データに対して指定エ
コ度を関連付けて記憶しておくことにより、ユーザのエコ度と近似している広告データを
配信できる。したがって、ユーザのエコに対する志向（推進または反推進）に応じた広告
を配信するという、エコ分野に関して質の高い行動ターゲティング広告が可能となるので
、広告した商品やサービス等の購買確率を高められる可能性がある。
【００７１】
　また、本実施形態によれば、コンテンツマッチ型広告を組み合わせたことにより、エコ
に対する関心の程度に応じて、エコに深く関係する広告と、そうでない広告とを、適宜調
整して配信することができる。
【００７２】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は上述した実施形態に限るもので
はない。また、本発明の実施形態に記載された効果は、本発明から生じる最も好適な効果
を列挙したに過ぎず、本発明による効果は、本発明の実施形態に記載されたものに限定さ
れるものではない。
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　本実施形態では、ユーザのエコ度が中程度であるか否かにより場合分けを行ったが、こ
れには限られない。例えば、算出された複数のユーザのエコ度の平均値あるいは中間値に
近いほど、コンテンツマッチ型の広告抽出方法をより高く優先することとしてもよい。す
なわち、ユーザのエコ度が平均値あるいは中間値から離れるほど、指定エコ度が近似する
広告の優先度を上位とし、ユーザのエコ度が平均値あるいは中間値に近いほど、入札キー
ワードがコンテンツと類似する広告の優先度を上位とする。
【００７４】
　具体的には、例えば、コンテンツマッチによる類似度評価値と、エコ度の近似評価値と
、の総合ポイントにより、抽出される広告データを順位付けすることとしてよい。なお、
類似度評価値は、例えば、コンテンツから抽出された特徴語の重要度に応じたウェイトに
基づいて算出されてよい。また、近似度評価値は、例えば、ユーザのエコ度と広告の指定
エコ度との差分が小さいほど大きな値として算出されてよい。
【００７５】
　また、本実施形態では、Ｗｅｂページに対して広告を付加して配信する形態としたが、
これには限られない。受信したユーザＩＤに応じて、単独の広告ページや、メール等によ
り配信する形態であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７６】
【図１】本発明の実施形態に係るサーバと関連要素とを含んだシステムの全体構成を示す
図である。
【図２】本発明の実施形態に係るサーバのハードウェア構成を示す図である。
【図３】本発明の実施形態に係るサーバの機能構成を示す図である。
【図４】本発明の実施形態に係るユーザテーブルを示す図である。
【図５】本発明の実施形態に係る広告テーブルを示す図である。
【図６】本発明の実施形態に係るエコ度の算出処理の流れを示すフローチャートである。
【図７】本発明の実施形態に係る広告配信処理の流れを示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００７７】
　１０　サーバ
　１１　エコポイント取得部
　１２　エコ度算出部
　１３　広告入札受付部
　１４　広告抽出部
　１５　広告送信部
　１６　ユーザＤＢ
　１７　広告ＤＢ
　２０　端末
　３００　制御部
　４１０　記憶装置



(11) JP 4944853 B2 2012.6.6

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】



(12) JP 4944853 B2 2012.6.6

【図７】



(13) JP 4944853 B2 2012.6.6

フロントページの続き

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０６Ｑ　　１０／００　－　５０／３４　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

